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研究成果の概要：マイクロスケール実験の手法に着目をして、普通教室で実施可能な個別実験方法を研究する考
えでいたが、昨年度から流行している新型コロナウイルス感染症における学校現場の感染症対策としても応用で
きるため、2年生生物分野のだ液のはたらきを調べるための実験を題材に、普通教室でどのように実施するか検
討し、一定の実験手法を確立することが出来た。
その中で、生徒たち自身が普通教室で実験授業を実施することで、生徒たちが感じているフラストレーションを
低減させ、また、「理科室での実験と同じ程度に理解が深まると思う」と生徒からも評価があり、一定の手応え
を得ている。

研究分野：理科教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
新型コロナウイルス感染症における学校現場の感染症対策として、理科室での実験の自粛や、授業者による演示
実験に代替している現状がある。
普通教室でも生化学分野の実験が個別対応で実施可能であるという事実は、対面での会話や、近接した状態での
作業をしない、器具を共用しないという感染症対策を万全にした上で、生徒たちに実験実習をさせることが出
来、今日的な課題として非常に意義のある研究となった。
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１． 研究の目的 
通常の実験の数十分の一から数百分の一程度の小規模の試薬容量で行うマイクロスケール実験
には、試薬の削減や廃液・残液の実験廃棄物の縮小、実験時間の短縮など数多くの長所があり、
主として高等学校化学でのマイクロスケール実験に関する多くの実践研究が報告されている。
これに対して、小学校、中学校においては現在活発に実践研究がなされている途上である。 
 
 申請者は、平成 19 年度から化学分野で多く取り入れられているマイクロスケール実験を中
学校の生物分野でも応用できないか実践研究を重ねてきた。その結果、グループで行っていた
実験を、小容量の試料での実験が可能なことから個人単位での実験が可能になり、生徒たちが
スムーズ且つ生徒一人ひとりが主体的に活動でき、主体性の育成を期待できる非常に有益なも
のであることが分かった。これらをさまざまな形で発表することにより、教科書出版社が発行
する教授用資料や教育雑誌でも紹介されるようになり、生物分野におけるマイクロスケール実
験の有効性について少しずつ認知されてきている。 
 
 これらの研究を行う中で、マイクロスケール実験は理科室でなくとも普通教室でも実践が可
能ではないかという方向性を見いだし、加熱を理科室のコンロやバーナーでなく電気ポットで
行うなど実践研究を重ねた結果、普通教室では困難と思われていた化学分野・生物分野の実験
をマイクロスケール実験でならば可能であるという一定の手ごたえを得ている。 
 理科室の改築や、時間割の都合など理科室が使えず実験の実施が困難な場面に直面しても、
普通教室で実験授業を乗り切る方法をマイクロスケール実験の活用を軸に研究していきたいと
考えた。 
 
２．研究成果 
 昨年から続く、新型コロナウイルス感染症対策と
して、対面での会話や近接した状態での作業を防ぐ
ため理科室での実験授業が自粛状態になり、教員に
よる演示実験や映像による実験動画の再生が主な状
況になっている。これについてどう思っているか生
徒を対象に調査を行ったところ、一定の理解を示し
てくれているものの、やはり 25%の生徒は実験がで
きないことに不満を感じているという結果になった。 
 申請者は、当初から普通教室での実験をいかに可
能にするかを研究テーマにしていたので、コロナ禍
でも可能な普通教室で実施可能な実験方法を検討す
るため、予定していたマイクロスケール実験の手法
を用いる手法に加え、感染症対策や個別実験に重き
を置いて検討・研究を行った。 
 
 テーマは 2年生生物分野のだ液のはたらきを調べる実験とし、だ液を扱うことから感染症の
問題があるため代替方法、麦芽糖の検出方法を普通教室にて個人で誰でも手軽に実験を行うこ
とができるようにする手法をそれぞれ検討した。 
 だ液の代替として、市販の消化酵素剤を活用
し、麦芽糖の検出については東北文教大学 鈴
木隆 教授の指導の下、麦芽糖試験紙の活用を
行った。 
 教科書に載っている、麦芽糖の検出方法であ
るベネジクト反応の説明を追加で行う必要があるが、デンプンが消化されて麦芽糖が検出され
る流れを、個人実験でマイクロチューブを用いてのヨウ素デンプン反応や麦芽糖試験紙を活用
して確認する方法を確立
した。 
 
 実践を終えての生徒た
ちの反応でも、今回の実験
手法でも教科書記載の実
験内容の代替になりうる
という評価を得ることが
できた。 
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